
 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いなさの風 令和６年 12月20日 

〒852-8011 TEL095-861-2650  

長崎市稲佐町 11 番 1 号 

長崎市立稲佐小学校長 

岡田 政宏 

学校教育目標 たくましく未来を切り拓く子どもの育成 

「なりたい自分になる」いなさっ子の学びの多様化に応える 

 

自
他
を
尊
重
す
る
人
権
感
覚
を
磨
く
こ
と
を
目
的
に
日
常
的
に
人
権
学

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
期
間
は
改
め
て
各
学
級
で
様
々
な
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
し
い
の
き
学
級
担
任

の
○
○
○
○
（
○
○
○
○
）
先
生
で

す
。
教
え
子
の
様
子
を
家
で
楽
し

そ
う
に
話
す
お
父
様
に
影
響
さ
れ

て
教
師
を
目
指
し
た
の
だ
そ
う
で

す
。
子
ど
も
た
ち
の
「
分
か
ら
な
い

…
」
と
悩
ん
で
い
る
顔
か
ら
、「
分

か
っ
た
！
」「
で
き
た
！
」
と
い
う

笑
顔
に
変
わ
る
瞬
間
が
好
き
。
好

き
な
音
楽
は
、
ゴ
ー
ゴ
ー
ヴ
ァ
ニ

ラ
と
い
う
バ
ン
ド
。
メ
ン
バ
ー
が

大
好
き
な
漫
画
『
ジ
ョ
ジ
ョ
の
奇

妙
な
冒
険
』
に
出
て
く
る
言
葉
を

つ
な
げ
て
命
名
し
た
の
だ
と
か
。

映
画
が
大
好
き
で
毎
週
金
曜
日
の

「
金
曜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
」
は
子
ど
も

の
と
き
か
ら
テ
レ
ビ
録
画
を
し
て

楽
し
ん
で
い
る
の
だ
そ
う
。
稲
佐
小

の
第
一
印
象
は
「
広
い
！
」
「
き
れ

い
！
」
そ
し
て
、
子
ど
も
主
体
の
寸

劇
で
生
活
の
決
ま
り
を
全
校
に
呼

び
掛
け
る
生
活
集
会
の
「
い
な
さ
マ

ン
」
す
ご
い
！ 

 

「
小
学
校
入
学
時
に
は
通
常
の
学

級
と
特
別
支
援
学
級
と
ど
ち
ら
が
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。」
昨
年
度
、
就
学

相
談
を
担
当
す
る
教
育
委
員
会
の
部

署
で
勤
務
し
て
い
た
と
き
に
保
護
者

の
方
か
ら
よ
く
聞
か
れ
る
言
葉
で
し

た
。
結
論
か
ら
申
し
上
げ
る
と
「
そ
の

子
の
可
能
性
を
一
番
引
き
出
せ
る
選

択
肢
を
選
ぶ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
一

定
の
支
援
が
あ
っ
た
方
が
、
安
心
し

て
生
活
を
送
れ
、
学
習
も
集
中
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
特
別
支
援
学
級
。
支

援
が
な
く
て
も
あ
る
程
度
自
力
で
学

習
や
社
会
性
を
磨
い
て
い
け
る
な
ら

ば
通
常
の
学
級
。
と
い
う
の
が
大
原

則
で
す
。
通
常
学
級
の
定
員
は
35
人

（
現
在
は
１
年
生
だ
け
が

30
人
で
す
）
、
特

別
支
援
学
級
の
定
員
は
８
人
。
お
の

ず
と
一
人
の
担
任
が
、
一
人
一
人
の

子
ど
も
た
ち
を
ど
こ
ま
で
き
め
細
や

か
に
見
取
り
、
対
応
で
き
る
か
、
想
像

に
難
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
裏
面

の
小
嶺
さ
ん
の
作
文
に
あ
る
と
お

り
、
支
援
学
級
に
在
籍
し
て
い
て
も

一
人
一
人
の
個
性
や
苦
手
の
程
度
に

応
じ
て
、
日
常
的
に
通
常
の
学
級
で

一
緒
に
授
業
を
受
け
る
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
。
一
人
一
人
の
苦
手
の
改

善
や
得
意
の
伸
長
を
図
り
、
社
会
で

の
自
立
を
め
ざ
す
「
自
立
活
動
」
に
も

計
画
的
に
取
り
組
み
ま
す
。「
学
び
の

場
」
は
子
ど
も
の
成
長
過
程
に
応
じ

て
、
年
度
単
位
で
柔
軟
に
変
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
子
が
、
学
習
や

生
活
の
困
難
を
乗
り
越
え 

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
。 

ケ
セ
ラ
セ
ラ 

先 生 

○○先生 

人
権
感
覚 

磨
け
ば
光
る  

各
学
級
で
取
組 
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【お願い】２次元バーコード（QRコード）やURL等を自身の SNS等に公開しないようお願いします。本通信の廃棄に際してもこれらが見えないよう処分方法にご留意願います。 

稲
佐
小
の
日
常
的
で

特
徴
の
あ
る
取
組
と
し

て
は
、
『
ホ
カ
テ
ン
運

動
』
が
あ
り
ま
す
。
自
分

や
人
を
大
切
に
す
る
言

葉
や
行
動
が
10
個
で
き

た
か
、
「
ホ
カ
ホ
カ
大

使
」
と
な
っ
た
子
ど
も

が
毎
日
帰
り
の
会
で
集

計
し
ま
す
。
翌
日
、「
い

な
さ
っ
子
委
員
会
」
の

子
ど
も
た
ち
が
集
計

し
、
お
昼
の
放
送
で
知

ら
せ
て
い
ま
す
。
目
標

の
二
万
五
千
ピ
ー
ス
を

超
え
、
次
の
目
標
は
三
万
ピ

ー
ス
。
12
月
17
日
に
は
、

な
か
よ
し
集
会
を
実
施
し
、

実
践
を
踏
ま
え
た
各
学
級

の
思
い
を
「
人
権
標
語
」
に

し
て
発
表
し
、
人
へ
の
優
し

さ
と
助
け
合
う
心
の
大
切

さ
を
を
思
い
な
が
ら
名
曲

「
ビ
リ
ー
ブ
」
を
合
唱
し
ま

し
た
。
詳
し
く
は
動
画
で
！

私
が
子
ど
も
た
ち
に
紹
介

し
た
作
文
は
裏
面
で
！ 

https://bbbb1993.com/ 

12
月
５
日
に
、
１
年
１
組

で
算
数
の
研
究
授
業
を
行
い

ま
し
た
。
小
学
校
ス
タ
ー
ト

学
年
で
あ
る
１
年
生
の
最
初

の
「
委
ね
る
」
は
、
足
し
算
か

引
き
算
か
の
「
コ
ー
ス
選

択
」、
学
習
内
容
を
ど
の
よ
う

な
順
番
で
取
り
組
む
か
の

「
順
序
選
択
」
で
し
た
。
教
師

と
み
ん
な
一
緒
に
学
習
の
や

り
方
を
確
認
し
て
早
速
ス
タ

ー
ト
。
得
意
な
問
題
か
ら
…

苦
手
な
問
題
か
ら
…
１
年
生

な
り
で
す
が
、
先
生
の
言
う

と
お
り
で
は
な
く
、
自
分
で

選
択
・
判
断
し
た
学
習
な
の

で
、
み
ん
な
意
欲
的
で
す
。
後

半
、
難
し
い
課
題
に
は
、
み
ん

な
で
相
談
し
な
が
ら
向
き
合

１年生 算数科授業 

ブラック・ボトム・ブラス・バンド 

ホームページ 

う
協
働
的
な
学
習
の
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
キ
ラ
キ
ラ
の

か
わ
い
ら
し
い
１
年
生
の
学

び
に
向
か
う
姿
を
動
画
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

12
月
12
日
、
稲
佐

小
体
育
館
で
、
ブ
ラ

ッ
ク
・
ボ
ト
ム
・
ブ
ラ

ス
・
バ
ン
ド
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
あ
り
ま
し

た
。
国
内
外
で
の
ラ

イ
ブ
ツ
ア
ー
や
有
名

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と

の
共
演
等
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
ユ
ニ
ク

ロ
の
Ｃ
Ｍ
を
は
じ

め
、
テ
レ
ビ
や
映
画

に
多
数
の
楽
曲
提
供

を
行
っ
て
い
る
実
力

派
で
す
。
当
日
は
、
ジ

ャ
ズ
バ
ー
ジ
ョ
ン
の

稲
佐
小
校
歌
を
は
じ

め
、
楽
し
い
ス
イ
ン

グ
と
ト
ー
ク
で
子
ど

も
た
ち
も
大
盛
り
上

が
り
で
音
楽
を
楽
し

み
ま
し
た
。
ぜ
ひ
動
画

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【おめでとう！長崎市教育長賞！！】第 13 回長崎市「図書館を使った調べる学習コンクール」長崎市教育長賞 ４年 池田 幸芽さん『海の SOS』（1月 23日に市役所で表彰式） 

1 月の主な行事 

１７日 ４時間授業（職員研究会参加のため） 

２０日 生活リズムチェック(24 日まで） 

２６日 育成協もちつき大会 

注）大きな音で演奏の様子が流れます。適切な場所でご視聴ください。 

※ 学校だよりでの演奏配信については、同団体から許諾をいただきました。 

ブラック・ボトム・ブラス・バンド

稲佐小ライブ 

なかよし集会 

※HP では公開しません。。 

※HP では公開しません。。 

※HP では公開しません。。 



※１２月１６日の「なかよし集会」で子どもたちに紹介した作文です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「心の輪を広げる体験作文」入賞作品 全５作品（小学校） 

   小嶺さんの作文の後半も読めます。 

 

令和６年度 長崎県障害者週間作文 長崎県知事賞（最優秀賞） 

「支えあい、助け合う」 

長崎市立南陽小学校 ６年 小嶺 彩 

 

 パラリンピックって何のことだろう？オリンピックのことは知っていまし

た。でも、パラとは何なのだろう？それが障害とともに生きるアスリートたち

の国際大会であることをようやく知ったのは、つい最近です。知るきっかけと

なったのは、2021 年の東京パラリンピックに出場した車椅子バスケットボ

ールの選手の鳥海連志選手の存在です。 

鳥海選手は、私が通う小学校の大先輩にあたります。校舎は当時のままなの

で、同じ空間で鳥海選手が過ごしていたと思うと、嬉しくもあり、不思議な気

持ちにもなります。自慢できる先輩がいる嬉しさと、エレベーターもなく段差

が多い校舎内でどのように過ごしていたのか、とても気になってしまいます。 

考えてみると私の通う学校には、身体障害、知的障害などに対応する特別支

援学級が四つあります。私はその学級にいるある男の子と授業の班が同じで

す。その子は、字を書くのが苦手なので、同じ授業の時は、班の人たちで字を

薄く書いて、その子がなぞり書きできるようにしています。また、委員会活動

でもその学級の子と同じなので、漢字には読みがなを書きます。他にも、委員

会活動で必要な文章を一緒に書いたりして、誰かのできないことを周りの人

ができることに変えています。大変なことなんて全く感じずに自然にやって

います。 

いつもの学校生活を思い浮かべると、施設や設備が問題で過ごしにくいこと

より、周りの人たちの助けがないことの方が問題なのかもしれない、と感じて

います。鳥海選手が通っていた時も、もしかしたら周りのお友達がさりげなく

手を差しのべていたのかもしれません。いつものことですが、苦手を感じてい

るクラスメイトには、今までどおりのお手伝いをこれからも続けて過ごすよう

にしたいです。                   （以下後半略） 

https://x.gd/csoi9 


